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また中城村では、2015 年度から全国初の試みとして、中城村立小学校３校が文部科学省の特例校に指定
され、各学年が中城城跡や護佐丸を中心とした地域の歴史や文化等を学ぶ ｢中城ごさまる科｣ が実施されて
おり、副読本による学習のほか、中城城跡や護佐丸歴史資料
図書館での学習などを行っています。そのことにより、児童
の護佐丸や中城城跡、琉球史についての知識はかなり深まっ
ており、児童が中城村に誇りを持ち、地域への愛着を育むこ
とにも繋がっています。

(2) 北中城村の取り組み

コロナ禍以前の北中城村の中城城跡の活用として、三の郭
外側の広場で、北中城村の各青年会のエイサーを観賞できる
北中城村青年エイサー祭りを不定期で開催しています。また、
同広場を利用し、中城城跡の石積みを正面に見据え朝日を浴
びての朝ヨガや、月明かりの下での夜ヨガを開催しています。
北中城村は 2005 年から３期（15 年）連続で女性長寿日本一
を記録しており、同取り組みは健康づくりの増進という村の
主要課題の実現とも連動しており、舞台など大規模な仮設物
を必要としないため遺跡への負荷が少なく、年に複数回の開
催が可能であり非常に有意義なイベントであると考えており
ます。

今後の課題（まとめに代えて）
沖縄県教育委員会が 2012 年に策定した「琉球王国のグスク及び関連遺産群」包括的保存管理計画では、

包括的保存管理の理念として〈世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」を保存し活用することで、そ
の顕著な普遍的価値を次世代へと確実に継承することを基本
とする。また、本遺産が琉球地方の歴史文化の象徴的存在で
あるということを踏まえ、世界遺産「琉球王国のグスク及び
関連遺産群」と、遺産の立地環境の特徴を表わす周辺地域の
景観や関連する歴史文化資源等が一体となって表す本遺産の
特質をも、適切に継承することを理念とする。〉と掲げており、
世界遺産としての『顕著な普遍的な価値』だけでなく関連性
を有する多種多様な有形・無形の歴史文化資源等が遺産と一
体となって形成する『特質』を継承していくことが遺産の理
解の促進に大きな役割を果たすと示しています。

北中城村には、中城城跡に隣接する大城地区と荻道地区に、
国指定重要文化財（建造物）の中村家住宅（大城地区）や国
指定史跡の荻堂貝塚（荻道地区）などの国指定文化財や、平
成の名水百選に選定された荻道・大城湧水群、歩きたくなる
道 500 選に選定された荻道・大城集落などの文化財や景観を
有しています。これらの資産を活かしたコンテンツや計画等
が以前から作成されておりますが、今後はより中城城跡と一

朝ヨガ

北中城村青年エイサー祭り

中村家住宅

荻堂貝塚
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体となった取り組みを行い中城城跡だけでなく、周辺地域も
含めた魅力発信を行い、中城城跡を有する景観の保全へと繋
がるような取り組みを進めていきたいと思います。

中城村側では、かつて首里王府と中城グスクをつないでい
た中城ハンタ道（村内の呼称）を 2006 年度から 10 ヵ年か
けて、西原町境から中城城跡付近までの区間約６㎞を整備（歴
史の道 100 選）しており、2022 年度からは中城城跡付近に
あった大型廃墟が撤去されたことにより、残っていた未整備
区間約 250m の整備を行い、2025 年には道を中城城跡まで
つなげて全線を開通させる計画です。さらに今後は、周辺地域の景観保全なども行いながら、公園の整備担
当部署の沖縄県土木建築部の都市公園課や中部土木事務所等の理解、協力を得ながら、中城公園内にある喜
石原古墓群や近代屋敷跡の整備も行い、ハンタ道や中城城跡とともに琉球の石造文化を学べる野外博物館と
して包括的な活用を図っていきたいと思います。

以上のように、中城村、北中城村ではこれまでに共同もしくは単独で、中城城跡の保存や活用に向けた取
り組みを行ってきました。現在、両村では共同まちづくり計画の策定作業を進めており、今後は世界遺産「中
城城跡」を核として、これまで継続してきた取り組みに加え、これから実施する両村の各種計画も含め、関
係各署と緊密な連携を図り、両村の取り組みを有効的に連携させながら推進して行きたいと思います。

ハンタ道を活用したウォーキング事業

 琉球弧世界遺産フォーラムは世界遺産の普及啓発活動のひとつとして市民向けの公開講座を開催してき
ました。コロナ禍で 2 年開催を見送ってきたこの公開講座を、今年は幸運にも開催することができました。
以下に概要を報告します。 

昨夏、沖縄島北部の山域が奄美大島、徳之島及び西表島と共に世界自然遺産に登録されたのを受け、今回
はやんばるでの下記要領による開催となりました。企画に際し、世界遺産が重視する若者と地域の参画と、
自然遺産と文化遺産の融合の 2 点に留意した結果、地元で活動実績がある辺土名高等学校サイエンス部と地
域団体、やんばるリンクスに協働をお願いし、プログラムは生物文化多様性をキーワードに講演 3 題とパネ
ル討論で構成しました。

	 『 世界自然遺産を地域の暮らしに活かすツール、生物文化多様性について考える 』

	  日時　2022 年 7月 14 日（木）18:30 ～ 20:30
	  会場 　辺土名高等学校 2 階・多目的教室
	  後援 　沖縄奄美自然環境事務所、沖縄県、国頭村・大宜味村・東村・沖縄県ユネスコ協会
	  支援　 ㈱おきぎんジェーシービー・㈱ジェーシービー（沖縄美ら島 JCB カード寄付金）

──────────────────────────────────────

世界遺産普及公開講座　概報

花井　正光（琉球弧世界遺産フォーラム）
──────────────────────────────────────
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◆ プログラム

　・基調講演：『生物文化多様性と地域の暮らし』
	 	 湯本 貴和（京都大学名誉教授・京都芸術大学客員教授）
　・ 講演①：『「大宜味村史・人と自然編」解題：生物文化多様性とその活用』
	 	 当山 昌直（総合地球環境学研究所共同研究員・沖縄大学特別研究員）
　・ 講演②：『やんばるの森の生物多様性の今
	 	 名護岳と西銘岳の森林動物相の比較研究から － 名護岳もがんばれ！－』
	 	 畑信吾、岡田健吾（辺土名高等学校環境科 2年）

　・パネルディスカッション　『皆で語る、世界遺産を地域の暮らしに活かす考え方や実践』 
	 	 上原 蓬   （辺土名高等学校環境科 2年）
	 	 東 竜一郎 （辺土名高等学校教諭、サイエンス部顧問）
	 	 平良 太　 （やんばるリンクス、国頭村公認ネイチャーガイド）
	 	 当山 昌直、湯本 貴和 
	 	 	 	 　　　司会進行：山川 安雄（やんばるリンクス代表）　　　　
	 	 	 	 　　　　　　　　花井 正光（琉球弧世界遺産フォーラム代表）

当日は 80 名余の来場があり、うち 27 名が高校生で他にも若者の参加があったのが印象的でした。生物
文化多様性という聞き慣れない概念も、基調講演の演者による多面的な解説と「大宜味村史・人と自然編」
の企画・編集者で聞き取り調査者でもあった演者によるこの地の伝統的な自然利用の豊富な知識を具体的に
紹介する講演で、このキーワードの理解と身近な自然と関わるうえでの大事な視点が得られた聴講者は多
かったのではないかと思えました。また、世界遺産登録地とそこから南に離れた名護市域の森林で、希少種
と外来生物の生息状況を自動カメラを使って専門家と共同調査し、両調査地での希少種と外来種の生息状況
の違いなどの研究結果を踏まえて、将来の沖縄島全域の森林生態系の保全や回復を視野に、フイリマングー
スなど外来生物の根絶を目標に掲げた対策を提言した高校生の発表は会場を沸かせました。パネル討論に登
壇した地元在住の高校生の明晰な課題把握と自身がとるべき行動を明言し、会場参加者と交わされる活発な
応答を聞いて、地域における人と自然の関わりの再構築に若者の参画が果たす役割の大きさを改めて知るこ
とができました。

今回の公開講座は、当フォーラムが取り組む世界遺産の普及活動に賛同されお寄せいただいた「沖縄美 
ら島 JCB カード寄付金」の活用により開催することができました。ここに併せて報告させていただきます。

会場の様子（7月 14 日：辺土名高校） 講演の様子（7月 14 日：辺土名高校）
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神、御座すクバの御嶽：クバの岬は聖地　イベ（威部）

沖縄県最北の有人島、伊平屋島はビロウ（方言でクバ）の島である。島の 3 カ所の岬にクバの御嶽があり、
そこは聖地である。その中でも県の天然記念物に指定されている『田名のクバ山』は地元では「ミサチ（岬）
のクバ山」と呼ばれ、全山クバが群生している。特に目
を見張るのは、強風と波しぶきに曝される 100m に及ぶ
垂直の東北面も波打際から山頂までクバに覆われている
のである。

立ち入り禁制と罰：神へのおそれ　自然への畏怖　資源

の保全の意味合いもあったのでしょう

イベ（威部）、聖地である ” 田名岬のクバ山 ” は立ち入
り禁止を示す。1 本のわら縄が張り巡らせているだけで
あるが、縄の内側に入る人は、まずいない。不用意に禁
止区域に入ってしまった場合、大騒ぎになる。神の怒り
を鎮めるため、祟りを祓うため「御祓」をしないければ
ならない。その際の ” 供え物 ” としてお米 3 合とお酒小
瓶 2 本をクバ山の入口の拝所に供えて、「御祓」をするの
であった。

入山解禁：年に 2 回クバの若芽採り解禁　希少な天然資

源　貴重な現金収入源

クバ笠、おおぎ、蓑などの生活必需品を作るためのク
バの若芽採取は普段はクバ山の禁止区域以外や他の山に

──────────────────────────────────────
連載　人と自然の民俗誌　第 7 回

クバの島・ 伊平屋 島   人とクバの物語
西江　重信（環境カウンセラー）

──────────────────────────────────────

伊平屋島のクバ山（1999 年：県教育庁文化財課史料編集班提供） 遠方からクバ山をみる（1988 年）

沖縄でよくみられるビロウ（クバ：国頭村 2020 年）

那覇で売られているクバ笠と扇（2022 年）
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クバヌファ（葉）ドゥヤシガムティナシ（持て成し）ヌ　ユタサ　アチサ（暑さ）
シラ（涼）マスル　タマ（玉）ヌウチワ　※市井口承琉歌

（クバの葉だけど持て成しの素晴らしいこと　暑さを涼しくさせる　宝の扇）

うちわばなしキャンペーン
家庭で職場でクーラーの温度を 1度上げて扇を使おうという運動（グループエコライフ提唱）

2008 年 7 月 7 日〜 9 日に開催された「G8 主要国首脳会議（洞爺湖サミット）」参加の各国首脳に、
地球温暖化抑制の象徴的取り組みとしてうちわで涼しい
風を呼ぶ伝統文化の良さをアピールするため沖縄の素朴
なクバ扇、雅な京扇子、夏の風物詩のうちわを地域の児
童生徒が、メッセージを添えて参加国首脳に「手渡すイ
ベント」の実施を環境大臣と総務大臣に提案した。早速
両省から丁寧な「断りの書簡」が届いた。警備の都合で
対応が困難との理由。（西江重信）
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自生しているクバから採っていた。今でいう持続可能な資源利用を考えた知恵だったのでしょう。神に許し
を得て、年に 2 回入山解禁の日が設けられ、クバのシン（若芽）採りが許されたのである。採取する人の数
は一家一人が不文律だったようである。ちなみに、1 日採取したクバの若芽は、当時の一般的な 1 日の作業
賃金の 2、3 倍の値は付いたそうである。採ったクバの若芽はほとんどが県外に売られていた。大正年間か
らは宮崎県出身の仲買人が伊平屋島で世帯をもち商いを続けていた。終戦後も島に住み続けていて、手先が
器用で博学な方で、島人から信頼されていた。

クバは希少・万能な資源　そして匠の技：生活用具や仮小屋の材料等 / 沖縄を象徴する植物　街路樹に最適

蓑、笠、クバ扇等、用途は多岐におよんだ。田名集落に住む
興那嶺五太郎さんは蓑笠作りの名人だった。與那嶺さんが仕上
げる蓑は、着け心地がよく美しい形をしたまさに工芸品の域だっ
た。蓑は、ウヮァギ（上衣）とドウゥシチャ（胴下）の 2 つで
一揃いの雨具である。その上下共、表はシギ（スゲ）で編まれ
裏はクバの若芽を皺を伸ばし柔らかく手を加え張り編み仕上げ
で、まるでスーツの裏地のようだった。マントのようなウヮァ
ギの首まわりのカーブ仕様・仕上げは襟なしシャツのように優
しかった。與那嶺さんが作った蓑は現在どこにも見当たらない。
写真さえ残されていない。残念でならない。

長男の毅さんによると、五太郎さんは、若い頃はカツオ船に
乗り、1 本釣りで名を馳せたという。事故が原因で下半身が不自
由になり、生計を立て直すために、テイグマ（手仕事）と言わ
れていた、蓑・笠作りを試作・研究したという。

カタムン ( 型物 ) と言われた簡単な手作り器
具で作業する與那嶺さん ( 写真提供 : 與那嶺
毅さん )


